
令和４年５月１６日 

卓球同好会顧問 平 雅行 

令和４年度 東京都高等学校総合体育大会 兼 全国高等学校総合体育大会東京都予選 学校対抗の部 報告 

初出場で３回戦進出！！ 

 ５月１５日（日）、多摩工業高校で都総体（インターハイ予選）学校対抗の部が行われました。野津田高校が東京

都高等学校総合体育大会（都総体）学校対抗の部（団体戦）に出場したのは初出場（数十年ぶりかもしれません・・・）。

出場メンバーは大根田（３－１）、安田（２－４）、小林（１－１）、嶋田（１－１）の４名で試合に臨みました。 

試合の前日に私が今まで練習試合等でお世話になった他県の先生に「いよいよ野津田高校が都総体学校対抗の部に

出場します！」とのメールをしたところ、多くの先生から激励の言葉をいただきました。埼玉県、茨城県、千葉県、

神奈川県の約１５名の先生からです。その激励メールをいくつか紹介します。 

 「いよいよ本当の初陣を迎えましたね。ぜひ野津田の名前を広げてください。」 

 「初勝利目指して頑張ってください。」「ご検討をお祈りしています。陰ながら茨城から応援しております。」 

 「おめでとうございます。思いっきりやってください。」 

「先生はいつも熱いですね。野津田高校の健闘をお祈りいたします！！」 

「いよいよ明日なのですね！HP拝見しました。野津田高校の選手たち、そして、うちわが躍動することを願って 

おります！！頑張ってください。」「部員が入って良かったですね。茨城から応援しています。」 

「先生！！素晴らしいことですね。思い切って楽しく失敗を恐れず頑張って下さい。」などでした。 

〇 １回戦 野津田 ３ 対 ０ 成立学園 

大会当日の朝、私から生徒に激励メールを紹介してから試合に臨みました。緊張した１回戦、成立学園に対して

１番の大根田が３－１、２番の嶋田が３―０、３番ダブルス大根田・小林 組が３－０で勝ち、３対０で野津田高校

の初勝利。 

〇 ２回戦 野津田 ３ 対 ２ 芦 花 

続く２回戦の相手は都立芦花。相手は思いきったプレーを１回戦でしており厳しい戦いが予想されました。１番

の小林が３－１、２番の嶋田が惜しくも２－３、３番ダブルス大根田・小林 組が３－１、４番の安田が０－３、２

対２になりラスト大根田の勝負となりました。大根田は１セット目から落ち着いたプレーを貫いて３－０で勝ち、

３対２で都立芦花に勝利して３回戦進出を決めました。 

 



〇 ３回戦 野津田 ０ 対 ３ 大東文化一 

３回戦の相手は関東大会東京都予選ベスト８の大東文化一です。手も足も出ないかと思いましたが１番の大根田、

２番の小林、３番ダブルスの小林・嶋田 組が１セットを奪う大活躍でした。４番の安田はセットを奪うことはでき

ませんでしたが、３セット目は今までで一番良いプレーやラリーがあり、チームの一員として盛り上げてくれまし

た。残念ながら０対３で大東文化一に敗れてしまいましたが。学校対抗の部（団体戦）初出場で３回戦進出、そして

強豪校に対しても善戦しました。 

試合後には激励メールをいただいた先生方に大会報告のメールをしたところ、次のような返信がありましたので

紹介します。 

「そうでしたか。頑張りましたね～！！生徒たちのモチベーションも上がりますね。」 

「初出場で３回戦まで！特に２回戦は３対２ということで大いに盛り上がりを見せたことでしょう。さらに大東 

文化一相手にも良い試合するなんて！野津田の部員さんたちや先生の頑張りに負けないよう私もまた頑張ろうと 

思えました！」「初陣なのに２回も勝つなんてすごいじゃないですか！」 

「おぉ！すごい！都大会ベスト８のチームと対戦するところまで勝ち進むだけでも大変です。先生の熱い気持ち 

が生徒たちに伝わってきますね！！」 

「凄い！３回戦進出おめでとうございます。次への道が確実に見えてきましたね。」 

「都総体、お疲れ様でした。大健闘、おめでとうございます！先生の熱に部員の方々が応えてという熱い試合の 

様子が想像できます。これからどんどん強くなっていくのだと思います。」 

「一気に野津田ネームが拡散しましたね。きっと選手たちは自身がついたと感じます。」などなど多くの方から応

援されているということを改めて感じました。当然、他県の先生方だけではなく、野津田高校の先生方からも応援

されています。３年生の大根田は５月後半の個人戦（シングルス）が高校生活最後の大会になりますが、今日のよう

な思い切ったプレーをしてほしいと思います。２年生以下の部員はさらに練習を重ねて上位を一緒に目指しましょ

う！！ 

 

 

 

 

           試合前の整列               大根田・小林 組 


